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地
域
国
際
化
情
報
コ
ー
ナ
ー

新
潟
県
中
越
沖
地
震
外
国
人
被
災
者

支
援
活
動
を
振
り
返
っ
て

二
〇
〇
七
年
七
月
一
六
日
に
発
生
し
た
「
新
潟

県
中
越
沖
地
震
」
で
は
、
新
潟
県
柏
崎
市
を
中
心

に
多
く
の
方
が
被
災
し
、
現
在
も
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
柏
崎
市
に
は
ア
ジ
ア
諸
国

出
身
の
留
学
生
や
研
修
生
、
日
本
人
配
偶
者
な
ど

外
国
人
住
民
約
八
六
〇
人
が
登
録
し
て
お
り
、
当

然
な
が
ら
日
本
人
住
民
と
同
様
に
避
難
生
活
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

被
災
地
柏
崎
市
に
あ
る
（財）
柏
崎
地
域
国
際
化
協

会
の
事
務
局
長
お
よ
び
職
員
も
被
災
さ
れ
、
自
力

の
外
国
人
被
災
者
支
援
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、

新
潟
県
下
の
自
治
体
、
地
域
国
際
化
協
会
お
よ
び

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
が
集
結
し
、
地
震
発
生
翌
日
に

「
柏
崎
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、
避
難
生
活
や
復
興
に
必
要

な
情
報
を
外
国
人
被
災
者
に
多
言
語
で
提
供
す
る

こ
と
お
よ
び
各
避
難
所
を
巡
回
し
情
報
を
届
け
る

こ
と
だ
っ
た
。

柏
崎
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
は
、

地
域
国
際
化
協
会
職
員
、
行
政
職
員
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
支
援
協
力
部
地
域
支
援
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
な
ど
総
勢

七
三
人
が
全
国
か
ら
参
加
し
た
。
異
な
る
立
場
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
（
被
災

直
後
〜
セ
ン
タ
ー
閉
所
七
月
三
一
日
ま
で
）
で
支
援

に
携
わ
っ
た
た
め
、
多
角
的
な
視
点
で
今
回
の
対

応
、
課
題
、
問
題
点
な
ど
を
整
理
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
本
稿
で
は
支
援
活
動
後
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
と
振
返
り
会
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
で
は
、「
柏
崎
災
害
多
言

語
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
う
ち
四
六
人
を
対
象
に
、
支
援
活
動
の

課
題
や
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。（
回
答
期
間
二
〇
〇
七
年
九
月
四
日

〜
九
月
一
〇
日

：

有
効
回
答
数
二
五
人
（
五
四
％
））

①
活
動
へ
の
参
加
状
況

地
震
発
生
か
ら
最
初
の
週
末
に
最
も
多
く
の
参

加
者
が
集
ま
っ
た
が
、
地
震
発
生
直
後
に
駆
け
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
少
な
か
っ
た
。
派
遣
要

請
文
書
が
当
初
は
ど
こ
か
ら
も
出
さ
れ
ず
、
公
務

と
し
て
現
地
に
赴
く
に
当
た
っ
て
の
職
場
の
了
承

を
得
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
や
、
余
震
や
原

発
な
ど
二
次
被
災
に
関
す
る
安
全
確
保
が
不
透
明

で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
必

要
な
人
員
数
や
、
専
門
能
力
が
な
か
な
か
把
握
で

き
ず
、
各
機
関
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
を
適
切
に

発
揮
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
。
地
域
国
際
化
協
会
の
職
員
は
、
（財）
自
治
体

国
際
化
協
会
が
七
月
二
〇
日
に
発
信
し
た
、
職
員

派
遣
要
請
に
基
づ
い
て
公
務
と
し
て
赴
く
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
人
も
多
い
。
ま
た
自
治
体
間
で
は

災
害
時
に
お
け
る
相
互
支
援
協
定
を
締
結
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
災
害
時
の
要
援
護
者
に
外

国
人
が
加
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
そ
の
た

め
外
国
人
被
災
者
支
援
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
え
な
か
っ
た
実
情
も
あ
る
。

②
活
動
内
容
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
が
誰
で
あ
る
か
、
ま
た
セ
ン

タ
ー
が
ど
こ
の
管
轄
下

に
あ
る
の
か
、
さ
ら
に

業
務
の
役
割
分
担
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
指
摘
が
多

か
っ
た
。
活
動
の
初
期

か
ら
中
期
に
か
け
て
は

１

地
震
発
生
か
ら
「
柏
崎
災
害
多
言

語
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
立
ま
で

2

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

c被災した柏崎市内
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支
援
活
動
業
務
の
共
有
が
徹
底
さ
れ
て
お
ら
ず
、

混
乱
が
生
じ
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
や

受
入
体
制
を
制
度
化
す
る
必
要
性
も
多
く
挙
げ
ら

れ
た
。
活
動
も
長
期
に
渡
る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自

身
が
心
身
共
に
疲
弊
し
、
適
切
な
判
断
や
業
務
の

遂
行
が
難
し
く
な
る
。

③
今
後
の
検
討
事
項

各
地
域
で
外
国
人
被
災
者
支
援
の
体
制
を
作
っ

て
い
く
に
当
た
り
、
都
市
の
規
模
や
在
住
外
国
人

の
数
な
ど
に
応
じ
て
、
情
報
の
伝
達
手
段
や
被
害

状
況
の
把
握
な
ど
の
方
法
が
変
わ
っ
て
く
る
。
さ

ら
に
は
ど
こ
の
機
関
が
主
体
と
な
っ
て
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
の
か
も
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
が

目
立
っ
た
。
支
援
の
必
要
性
を
共
有
し
、
関
係
機

関
が
連
携
を
と
る
土
台
づ
く
り
か
ら
、
ま
ず
は
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
被
災
地
だ
け
で
の
支

援
は
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、
今
回
の
活
動
か
ら
十

分
証
明
さ
れ
た
た
め
、
各
自
治
体
の
枠
を
超
え
た

広
域
的
な
支
援
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。
外
国
人

住
民
も
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
も
ら
う
な
ど
、
日

ご
ろ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
こ

と
が
、
非
常
時
に
も
活
か
さ
れ
る
。

④
各
機
関
へ
の
評
価

行
政
（
新
潟
県
、
柏
崎
市
）
は
、
前
回
の
中
越

地
震
に
お
け
る
教
訓
を

活
か
し
て
の
支
援
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
災
害
時
に
お
い

て
は
国
際
課
の
職
員
で

あ
っ
て
も
、
災
害
対
策

本
部
の
業
務
や
通
常
業

務
に
人
員
を
割
か
れ
る
た
め
、
県
内
の
ほ
か
の
市

町
村
や
機
関
と
連
携
を
と
っ
て
補
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動

の
所
在
と
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
行
政

の
役
割
は
大
き
い
。

地
域
国
際
化
協
会
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
柏
崎
地

域
国
際
化
協
会
が
、
平
時
か
ら
地
元
の
外
国
人
住

民
と
良
好
な
関
係
を
築
い
て
い
た
た
め
、
今
回
の

支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
こ
と
へ

の
評
価
は
高
い
。
新
潟
県
国
際
交
流
協
会
は
、
相

談
員
を
派
遣
し
、
翻
訳
業
務
を
被
災
地
と
切
り
離

し
、
一
手
に
引
き
受
け
た
功
績
は
大
き
い
。
ま
た
県

協
会
で
は
対
応
で
き
な
い
言
語
は
他
県
の
協
会
に

依
頼
す
る
な
ど
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
も
発
揮
し

た
。
（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
は
、
地
域
国
際
化
協

会
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
要
請
や
、
活
動
助
成

金
制
度
な
ど
が
評
価
を
受
け
た
。
し
か
し
、
災
害

時
多
言
語
作
成
ツ
ー
ル
な
ど
、
独
自
に
開
発
し
た

ツ
ー
ル
は
ほ
と
ん
ど
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
反

省
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
人
材
育
成
や
支
援
体
制

づ
く
り
の
旗
振
り
役
と
し
て
、
多
く
の
課
題
が
提

示
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
そ
の
ほ
か
の
機
関
に
関
し
て
は
、

多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
各
働
き
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
刻
を

争
う
災
害
時
に
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
貢

献
は
、
今
後
も
連
携
を
進
め
る
上
で
重
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

「
柏
崎
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
の
活
動

を
振
り
返
り
、
災
害
時
の
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い

て
総
括
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
三
日

（
木
）に
（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
で
行
わ
れ
た
。

〈
振
返
り
会
参
加
者
〉

田
村
太
郎
氏　

 

（
特
活
）
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
大
阪　

代
表
理
事

清
水
由
美
子
氏　

 

（財）
柏
崎
地
域
国
際
化
協
会　

事
務
局

長

須
田
麗
子
氏　

 

（財）
新
潟
県
国
際
交
流
協
会　

元
外
国
人

相
談
員

綱
島
知
子
氏　

 

新
潟
県
国
際
課
国
際
化
戦
略
担
当
グ
ル

ー
プ　

政
策
企
画
員

柴
垣
禎
氏　

 

富
山
県
国
際
・
日
本
海
政
策
課　

国
際
協

力
係
長

高
木
和
彦
氏　

 

滋
賀
県
商
工
観
光
労
働
部
国
際
課　

主

査

濱
野
ち
ひ
ろ
氏　

越
谷
市
秘
書
室
秘
書
課

岸
俊
之
氏　

 

（財）
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー　

情
報
企
画

課
主
任

野
上
奈
緒
氏　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
長
岡
デ
ス
ク

米
谷
仁　

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会　

支
援
協
力
部
長

松
波
紫
草　

同
右　

地
域
支
援
課
主
査

高
野
花
子　

同
右　

地
域
支
援
課
主
事
（
座
談
会
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
）

１
．
基
調
講
演

｢

外
国
人
被
災
者
の
現
状
と
支
援
活
動
を
振
り
返

っ
て｣

（
（財）
柏
崎
地
域
国
際
化
協
会
事
務
局
長　

清
水
由

美
子
氏
）

3

新
潟
県
中
越
沖
地
震
外
国
人
被

災
者
支
援
活
動
振
返
り
会

＊
ア
ン
ケ
ー
ト
の
全
容
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
よ
り

報
告
書
を
参
照
の
こ
と
。

Ｈ
Ｐ

：http://rliea.clair.or.jp/sien/disaster_new
.htm
l

cミーティングの様子
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地
震
発
生
直
後
に
「
柏
崎
災
害
多
言
語
支
援
セ

ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
ま
ず
は
外

国
人
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
（
留
学
生
自
治
会
会
長
、
日

系
人
で
滞
在
歴
の
長
い
人
な
ど
）
か
ら
、
事
務
局

長
が
情
報
収
集
を
行
っ
た
。
被
災
住
宅
に
貼
ら
れ

た
応
急
危
険
度
判
定
の
掲
示
は
日
本
人
で
も
分
か

り
に
く
い
の
で
、
各
建
物
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
判

定
紙
の
写
真
を
撮
っ
て
、
翻
訳
を
つ
け
て
被
災
者

へ
配
布
し
た
こ
と
は
非
常
に
役
立
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
か
ら
派
遣

さ
れ
る
の
で
、
セ
ン
タ
ー
で
の
指
揮
を
徹
底
す
べ
き

で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
目
的
（
災
害
情
報

を
伝
え
る
の
み
）を
共
有
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
。

災
害
対
策
本
部
が
新
潟
県
と
柏
崎
市
に
設
置
さ

れ
、
二
日
目
か
ら
は
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も

防
災
無
線
を
通
し
て
情
報
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
翻
訳
の
必
要
な
情
報
を

選
別
し
、
県
協
会
に
翻
訳
を
依
頼
。
翻
訳
さ
れ
た

情
報
は
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
発
信
し
た
り
、
避
難
所
へ

チ
ラ
シ
で
配
布
し
た
。
避
難
所
の
担
当
者
に
も
分

か
る
よ
う
に
、
翻
訳
文
に
は
必
ず
日
本
語
で
「
日

付
、
翻
訳
言
語
、
情
報
の
内
容
」
な
ど
の
見
出
し

を
当
初
は
付
け
て
い
た
が
、
時
間
が
経
過
す
る
に

つ
れ
て
失
わ
れ
て
い
た
。
ひ
な
形
を
作
成
し
て
、

徹
底
す
る
べ
き
だ
っ
た
と
痛
感
し
た
。

報
告
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
全
員
で
情
報
を
共
有
す

る
た
め
に
、
一
日
に
何
度
行
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
に

重
要
で
あ
る
。
避
難
所
か
ら
持
ち
帰
る
情
報
に
よ

っ
て
は
間
違
っ
た
情
報
が
拡
大
解
釈
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。（
外
国
人
被
災
者
の
症
状
が
、
人
間
違
い

で
引
き
継
が
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
）

外
国
籍
住
民
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
日
ご
ろ
か
ら
国
際
交
流
協
会

の
事
業
な
ど
を
通
し
て
、
外
国
人
住
民
の
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
を
見
つ
け
て
お
き
、
お
互
い
さ
ま
の
関
係
を

作
っ
て
お
く
。
（財）
柏
崎
地
域
国
際
化
協
会
で
は
、

全
戸
配
布
の
広
報
に
外
国
籍
住
民
紹
介
の
欄
を
設

け
、
写
真
入
り
で
、
母
国
の
紹
介
、
日
本
で
思
う

こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
夢
な
ど
書
い
て
も
ら
い
、
住
民

と
の
接
点
が
絶
え
な
い
よ
う
な
関
係
づ
く
り
を
し

て
き
た
。
一
方
で
、
外
国
人
が
協
会
を
頼
り
っ
ぱ
な

し
と
な
る
よ
う
な
関
係
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
活

動
の
線
引
き
を
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

基
本
的
に
自
分
の
問
題
は
自
分
で
解
決
す
る
よ
う

に
し
、
協
会
は
そ
の
解
決
策
を
一
緒
に
考
え
、
時
に

は
行
政
や
ほ
か
の
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
も
行
っ
て
い
く

と
い
う
姿
勢
が
望
ま
し
い
。

2
．
活
動
報
告

①
初
動
期
（
七
月
一
六
日
〜
七
月
一
八
日
）

発
表

：

新
潟
県
国
際
課
国
際
化
戦
略
担
当
グ
ル
ー

プ
政
策
企
画
員　

綱
島　

知
子
氏

前
回
の
新
潟
中
越
地
震
か
ら
三
年
も
た
た
な
い

う
ち
に
、
県
内
で
再
び
大
き
な
地
震
が
発
生
す
る

こ
と
は
、
全
く
想
定
外
で
あ
っ
た
が
、
前
回
の
新

潟
中
越
沖
地
震
の
教
訓
を
受
け
て
、
即
時
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
際
課
で
は
被
災
地
の
情

報
収
集
を
行
う
た
め
、
現
地
に
電
話
を
し
、
避
難

所
の
外
国
人
数
な
ど
を
調
べ
災
害
対
策
本
部
へ
報

告
し
た
。
柏
崎
市
を
始
め
新
潟
県
に
は
約
三
五
の

市
町
村
が
あ
る
が
、
大
部
分
の
市
町
村
に
は
国
際

と
い
う
分
野
の
み
を
担
当
す
る
独
立
し
た
課
が
な

く
、
一
人
の
職
員
で
外
国
人
対
応
を
し
て
い
る
。
幸

い
な
こ
と
に
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
の

「
Ｆ
Ｍ
ピ
ッ
カ
ラ
」
が
あ
っ
た
の
で
、
中
国
語
、
英

語
、
ロ
シ
ア
語
で
県
国
際
課
の
職
員
が
避
難
に
当

た
っ
て
の
注
意
事
項
を
周
知
し
た
。
普
段
は
日
本

語
が
分
か
る
外
国
人
で
も
、
緊
急
時
は
多
言
語
で

の
情
報
が
必
要
で
あ
る
。

② 

本
格
化
期
（
七
月
一
九
日
〜
二
二
日
）

発
表

：

富
山
県
国
際
日
本
海
政
策
課
国
際
協
力
係

長　

柴
垣　

禎
氏

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
総
入
れ
替
え
し
た
時
期
に
遭

遇
し
た
た
め
、
現
場
の
指
揮
系
統
の
重
要
さ
を
実

感
し
た
。
指
揮
系
統
の
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
引
継
ぎ

を
う
ま
く
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
災

害
対
策
本
部
か
ら
の
情
報
も
、
ど
れ
が
翻
訳
を
必

要
と
す
る
情
報
で
あ
る
か
の
判
断
を
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
が
、
責
任
の
所
在
も
不
明
確
に
見
え

た
。
ほ
か
の
機
関
（
例
え
ば
避
難
者
の
メ
デ
ィ
カ
ル

ケ
ア
は
保
健
婦
が
行
う
な
ど
）
が
行
っ
て
い
る
支

援
は
、
言
わ
ば
プ
ロ
が
日
常
業
務
の
延
長
と
し
て

行
っ
て
い
る
が
、
外
国
人
支
援
は
そ
う
で
は
な
く
、

い
か
に
支
援
し
て
い
く
か
と
い
う
の
は
、
現
場
合
わ

せ
の
仕
事
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
か
と
感
じ
た
。

③ 

収
束
期
（
七
月
二
三
日
〜
三
一
日
）

発
表

：

（財）
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
情
報
企
画
課

主
任　

岸　

俊
之
氏

Ｆ
Ｍ
放
送
の
原
稿
作
成
や
、
罹
災
証
明
書
や
家

屋
診
断
書
の
多
言
語
化
を
主
に
行
っ
た
。
こ
の
こ

ろ
に
な
る
と
活
動
内
容
も
か
な
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ

れ
て
き
た
た
め
、
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ
た
。
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
も
復
旧
し
て
き
た
の
で
、
提
供
す
る
情

報
は
生
活
の
復
興
、
仮
説
住
宅
の
申
込
み
な
ど
が



中
心
と
な
っ
た
。

3
．
座
談
会

①
広
域
連
携
に
つ
い
て

・
広
域
連
携
は
本
当
に
必
要
だ
と
思
う
。
滋
賀
県

と
新
潟
県
で
は
災
害
時
に
お
い
て
は
相
互
支
援
の

協
定
を
結
ん
で
い
た
が
、
外
国
人
被
災
者
に
つ
い
て

は
特
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

・
各
市
町
村
か
ら
の
応
援
も
必
要
だ
が
、
市
町
村

職
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も

直
ち
に
外
国
人
被
災
者

支
援
が
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
。
外
国
人
支
援

に
必
要
な
技
術
と
経
験

を
危
機
管
理
課
に
認
識

し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
適

切
な
派
遣
も
難
し
い
。
位
置
付
け
が
は
っ
き
り
し
て

く
れ
ば
、
適
し
た
職
員
を
外
国
人
支
援
に
就
か
せ

る
こ
と
も
で
き
る
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
に
つ
い
て

・ 

今
回
は
私
用
参
加
と
し
た
が
、
や
は
り
公
用
参

加
が
望
ま
し
い
。
私
用
参
加
で
は
活
動
報
告
の
義

務
も
な
く
、
復
命
書
が
残
ら
な
い
の
で
、
危
機
管
理

課
へ
も
伝
わ
ら
ず
意
識
啓
発
に
つ
な
が
ら
な
い
。

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
、
長
期
に
な

る
と
疲
れ
が
出
て
く
る
し
、
判
断
力
も
落
ち
て
い

く
。
現
状
や
情
報
を
把
握
し
判
断
を
す
る
人
も
、

何
人
か
で
変
え
て
い
け
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

・ 

日
々
の
業
務
で
も
そ
う
だ
が
、
災
害
時
に
お
い
て

も
、
行
政
本
体
と
国
際
交
流
協
会
と
で
は
、
お
の
ず

と
役
割
分
担
が
あ
る
と
思
う
。
災
害
時
の
役
割
分

担
を
、
平
時
か
ら
行
政
な
ど
と
行
う
こ
と
が
重
要
。

・ 

協
会
に
平
時
か
ら
登
録
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
明
確
な
基
準
も
な
く
言
語
が
で
き
る
だ
け

で
登
録
し
て
い
る
の
で
、
災
害
時
で
は
、
す
ぐ
に
対

応
で
き
な
い
。
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、

あ
る
言
語
が
少
々
で
き
る
レ
ベ
ル
で
、
災
害
現
場
で

の
通
訳
や
専
門
的
な
内
容
の
翻
訳
は
無
理
だ
と
い

う
人
も
い
た
。
現
場
の
ニ
ー
ズ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

能
力
が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。

・ 

ニ
ー
ズ
の
把
握
は
、あ
ら
か
じ
め
災
害
想
定
や
外

国
人
登
録
な
ど
か
ら
予
測
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。ど
う
い
う
能
力
が
必
要
か
あ
ら
か
じ
め
見

極
め
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
一
定
の
レ
ベ
ル
の
人
が
ス

ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
状
況
を
作
っ
て
お
く
。
災
害
が

起
き
て
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る
の
で
は
遅
い
。

ま
た
せ
っ
か
く
よ
い
人
材
が
い
て
も
、派
遣
の
際
の

身
分
保
証
が
な
い
と
な
る
と
、二
の
足
を
踏
む
。

・ 
災
害
時
の
外
国
人
住
民
支
援
が
、
自
治
体
職
員

や
国
際
交
流
協
会
職
員
の
「
業
務
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
災
害
支
援
が
日
常
業

務
に
優
先
さ
れ
ず
、
依
頼
し
て
も
引
き
受
け
て
も

ら
う
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も

難
し
か
っ
た
。

・ 

送
り
出
す
側
か
ら
す
る
と
、
支
援
業
務
の
内
容

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
と
困
る
。
今
回
は
多
言
語

支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
の
で
情
報
発
信
と
避
難

所
巡
回
、
と
説
明
も
で
き
た
が
、
ど
こ
ま
で
活
動
す

る
か
内
容
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
こ
と
が
、
広
域
連
携

を
進
め
る
上
で
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

・ 

あ
る
い
は
、
個
人
に
対
し
て
支
援
要
請
し
て
も

よ
い
。
自
治
体
国
際
化
協
会
が
認
定
し
て
い
る
多

文
化
共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
注
１
）
に
、
個
別
に
派
遣

要
請
を
出
す
の
も
一
案
で
は
な
い
か
。

③
支
援
内
容
に
つ
い
て

・ 

地
震
発
生
直
後
の
初
動
期
に
は
、
被
災
地
で
必

要
な
要
員
や
業
務
内
容
、
派
遣
の
依
頼
元
が
不
明

確
で
あ
っ
た
。
長
岡
の
時
は
災
害
対
策
本
部
が
あ

る
建
物
と
同
じ
と
こ
ろ
で
、
市
役
所
の
活
動
と
し

て
外
国
人
被
災
者
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
い

ろ
い
ろ
な
備
品
や
巡
回
の
手
配
も
市
役
所
が
や
っ

て
く
れ
た
。

・ 

避
難
所
に
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
子
ど
も
が
、
折

り
紙
な
ど
お
も
ち
ゃ
を
欲
し
が
っ
て
い
る
の
で
、
持

っ
て
い
っ
て
も
い
い
か
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
言
っ
て

き
た
が
、
断
っ
た
。
現
場
に
よ
っ
て
も
違
う
か
も
し

れ
な
い
が
、
や
は
り
外
国
人
へ
の
特
別
な
支
援
は
、

多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供
の
み
と
徹
底
す
べ
き
。

・ 

情
報
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
外
国
人
被
災

者
と
ほ
か
の
日
本
人
被
災
者
と
の
大
き
な
違
い
で

あ
り
、
安
心
す
る
た
め
の
材
料
と
な
る
。
情
報
さ
え

あ
れ
ば
、
日
本
人
被
災
者
と
同
じ
よ
う
に
避
難
で

き
る
し
、
外
国
人
も
要
援
護
者
で
は
な
く
な
る
。
基

本
的
に
は
情
報
を
正
し
く
伝
え
て
、
安
心
し
て
も
ら

う
と
こ
ろ
ま
で
が
求
め
ら
れ
て
い
る
仕
事
で
あ
る
。

④
日
常
か
ら
の
備
え

・ 

富
山
県
で
は
「
多
文
化
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
近
く
開
設
す
る
が
、
そ
の
開
設
の
過
程
で

か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
た
外
国
人
住
民
と
、
顔
の
見
え

る
関
係
を
新
た
に
築
く
こ
と
が
で
き
た
。
多
文
化

共
生
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
外
国
人
キ
ー
マ

ン
捜
し
の
き
っ
か
け
に
な
る
か
と
思
う
。

・ 
四
日
市
市
で
も
、
防
災
訓
練
を
し
て
も
何
千
人

も
い
る
外
国
人
か
ら
二
組
し
か
出
て
こ
な
か
っ
た

c9月13日に行われた振返り会
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が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
体
験
し
た
日
系
人
の
ビ

デ
オ
を
放
映
し
た
と
こ
ろ
、
反
響
が
大
き
か
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。

・ 
滋
賀
県
も
日
系
人
が
多
い
が
、
外
国
人
学
校
を

通
じ
て
の
意
識
啓
発
も
面
白
い
。
子
ど
も
に
伝
え

る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
伝
え
て

く
れ
る
。

・ 

地
図
か
ら
災
害
時
の
危
険
箇
所
を
認
識
し
た

り
、
外
国
語
が
話
せ
る
人
な
ど
リ
ソ
ー
ス
の
所
在

を
把
握
す
る
図
上
訓
練
を
、
日
本
人
と
外
国
人
が

共
同
で
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

4
．
総
評

「
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
被
災
者
支
援
活
動
の

今
後
に
向
け
て
」

（
特
活
）
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
大
阪　

代
表
理
事
田
村

太
郎
氏

①
初
動
の
ル
ー
ル
づ
く
り

支
援
活
動
の
内
容
は
地
震
の
規
模
や
都
市
の
規
模

に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
。ま
た
、「
災

害
時
多
言
語
情
報
支
援
ツ
ー
ル
」（
注
２
）
を
使
え
る

よ
う
に
、普
段
か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
お

く
。ま
た
、被
災
地
に
向
か
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
移

動
手
段
を
、ど
う
や
っ
て
確
保
す
る
の
か
と
い
う
問

題
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。緊
急
時
は
レ
ン
タ

カ
ー
も
品
薄
に
な
る
し
、交
通
規
制
も
か
か
る
。

②
各
自
の
専
門
能
力
を
明
ら
か
に
し
て
お
く

　

誰
が
ど
う
い
っ
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
か
（
言
語
能
力
も
含
め
）
、
平
時
か
ら
リ
ス
ト
に

し
て
確
認
す
べ
き
。
被
災
地
支
援
に
関
し
て
必
要

な
ス
キ
ル
、
職
能
を
明
ら
か
に
し
て
、
人
材
育
成
を

し
て
い
く
。

③
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

　

現
場
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派

遣
す
る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
育
成
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
。
災
害
時
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
に
、
外
国
人
が
増
え
て
き
た
の
も
最
近
の
傾
向
。

多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
あ
る
中
で
、
能
力

評
価
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
フ
レ
ー
ム
を

作
っ
て
お
く
。

④
広
域
協
定
の
必
要
性

　

現
在
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
（
注
３
）
の
九
つ
の
地
域
国

際
化
協
会
で
、
災
害
時
に
お
け
る
広
域
連
携
協
定

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
協
定
で
は
、
毎
年
、
研
修

（
語
学
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
や
訓
練
（
図
上
訓

練
、
避
難
所
の
運
営
）
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

研
修
や
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
重
要
だ
が
、

研
修
な
ど
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
る
「
顔
の
見
え
る

関
係
」
が
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
。

　

災
害
支
援
体
制
は
都
市
の
規
模
や
外
国
人
登
録

数
に
応
じ
て
①
大
都
市
ク
ラ
ス
、
②
集
住
都
市
ク

ラ
ス
、
③
長
岡
ク
ラ
ス
、
④
柏
崎
ク
ラ
ス
の
四
パ
タ

ー
ン
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
情
報

提
供
の
主
役
は
市
町
村
だ
と
考
え
ら
れ
、
市
町
村

が
発
信
す
る
情
報
を
県
で
翻
訳
す
る
な
ど
の
体
制

構
築
を
考
え
て
い
け
ば
よ
い
。

災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
被
災
者
を
想
定
し
た

支
援
体
制
は
、
ま
だ
未
整
備
の
と
こ
ろ
も
多
い
。

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
で
は
、
災
害
時
に
必

要
な
定
型
文
や
音
声
情
報
な
ど
を
多
言
語
で
作

成
で
き
る
「
災
害
時
多
言
語
情
報
作
成
ツ
ー
ル
」

を
開
発
し
た
。
災
害
時
は
電
気
や
通
信
機
器
が

使
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
翻
訳
文
書
な
ど

を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。（http://w

w
w
.clair.or.jp/j/culture/

disaster/index.htm
l

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

ま
た
、
災
害
時
の
通
訳
・
翻
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
研
修
教
材
と
し
て
、「
災
害
時
語
学
サ
ポ
ー
タ

ー
育
成
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
」（
二
〇
〇
六
年
八
月

発
行
）を
配
布
し
て
い
る
。
各
地
域
で
の
外
国
人
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
に
、ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
予
測
不
可
能
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
備
え
が
つ
い
後
回
し
に
さ
れ
る
こ
と
も

否
め
な
い
。
ま
た
災
害
時
に
は
想
定
外
の
事
態
も

多
く
、
備
え
を
し
て
い
て
も
あ
る
程
度
の
混
乱
は

避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
備
え
を
し
て
お
く
こ
と

で
、
外
国
人
被
災
者
だ
け
で
は
な
く
、
外
国
人
と

と
も
に
避
難
を
す
る
地
域
住
民
の
不
安
や
、
不
要

な
混
乱
や
誤
解
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
行

政
機
関
や
地
域
国
際
化
協
会
が
働
き
か
け
て
、
地

域
社
会
全
体
で
災
害
に
備
え
る
試
み
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

〈
文
責

：

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
支
援
協
力
部
地

域
支
援
課　

主
事　

高
野
花
子
〉

4

今
後
に
向
け
て

（
注
1
）
（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
と
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
が

共
催
で
行
う
、「
多
文
化
共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成
コ
ー
ス
」
研
修
の
修
了

者
。

（
注
2
）
二
〇
〇
六
年
八
月
作
成　

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会

（
注
３
）
近
畿
地
区
地
域
国
際
化
協
会
連
絡
協
議
会
。
近
畿
地
区
の
二
府

四
県
三
政
令
指
定
都
市
に
あ
る
地
域
国
際
化
協
会
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
。

＊
「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
外
国
人
被
災
者
支
援
活
動
振
返
り
会
」
の
議
事

録
は
、
左
記
の
Ｈ
Ｐ
を
参
照
の
こ
と
。

Ｈ
Ｐ

：http://rliea.clair.or.jp/sien/disaster_new
.htm
l


